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ポストコロナ時代における人口動態と社会変化の見通しに資する研究 

「外国人受入れの拡大が長期的な将来人口変動を通じて公的年金財政に与える影響に関

する人口学的研究及び出生順位別出生を組み合わせた配偶関係別多相生命表を用いた新

型コロナ感染症拡大による出生縮減効果推計」 
 

研究分担者 石井 太 慶應義塾大学 

研究要᪨ 

 わが国でࡇࡣれࡲで、外国人人口受入れに関してࡣẚ較的保守的な政策を

᥇ࡗてࡁたࡇとから、ࡇれらの問題のゎỴ策としての外国人人口受入れに関

する本格的なᐃ㔞分析が༑分に行われてࡁたとࡣゝい㞴い状況に࠶るࠋ本研

究ࡣ、ඛ行研究でࡇࡣれࡲで行われていない、┤㏆の令和 6 年公的年金財

政᳨ド࣋ースでのホ౯を行うࡇとを目的とするࡲࠋた、結婚の多相生命表に

出生順位を組み合わせた多相生命表をస成し、ࡇれを฼用して、新型コロナ

とを目的とࡇス感染症拡大が出生率の縮減に与えた影響ホ౯を行うࣝ࢖࢘

するࠋ 
外国人ປാ者受入れの問題ࡣ人口問題でࡗ࠶ࡶて、長期的などⅬに立ࡗ

て⪃えるࡇとがồࡵられるࠋ特に、外国人受入れに関する公的年金࡬の影

響ホ౯に࠶たࡗてࡣ、本研究で⪃ᐹを行ࡗたような長期的かࡘᐃ㔞的なホ

౯を行うࡇとが ලయ的な᪋策の㆟論にとࡗてᴟࡵて㔜要で࠶るࡲࠋた、本

研究で行ࡗた、結婚状態と出生順位を⪃៖した多相生命表による日本の出生

行動のࣔࣜࢹングࡣ、新型コロナ࢘ࣝ࢖ス感染症拡大が出生率の縮減に与え

た影響ホ౯࡬の応用な࡝がྍ⬟で࠶るࡇとが明らかとなࡗたࠋ 
 

㸿．研究目的 
ձ年金財政࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン 
 わが国ࡣ⌧在、ඛ㐍ㅖ国の中でࡶᴟࡵて

పい出生Ỉ‽となࡗておࡲ、ࡾた、ࡇのよ

うなపỈ‽ 出生率の⥅⥆が見㎸ࡲれるࡇ

とから、௒後、ᜏᖖ的な人口減少㐣⛬を経

㦂するࡶのと見られているࡉࠋらにࡇれに

ຍえ、平ᆒᑑ命ࡣ国際的にトࢵプࢡラスの

Ỉ‽を保ࡘࡘࡕ、なおᘏఙが⥅⥆しておࡾ、

少子化と長ᑑ化が相ಗࡗて、௚のඛ㐍ㅖ国

でࡶ㢮を見ない࡝࡯ᛴ㏿に人口の㧗㱋化が

㐍行するࡶのと見られているࠋ 
わが国でࡇࡣれࡲで、外国人人口受入れ

に関してࡣẚ較的保守的な政策を᥇ࡗてࡁ

たࡇとから、ࡇれら少子・㧗㱋化がࡶたら

す問題のゎỴ策としての外国人人口受入れ

に関する本格的なᐃ㔞分析が༑分に行われ

てࡁたとࡣゝい㞴い状況に࠶るࡇࠋのよう

な中、➹者らࡣ外国人受入れが年金財政に

与える影響に関する࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンを研

究してࡁたが、本研究ࡣ、ඛ行研究でࡇࡣ

れࡲで行われていない、┤㏆の令和 6 年
公的年金財政᳨ド࣋ースでのホ౯を行うࡇ

とを目的とするࠋ 
ղ多相生命表 

新型コロナ感染症ࡑ、ࡣの拡大時におけ
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るいわࡺるコロナ⚝の時期において、わが

国の結婚ࡸ出生を縮減する期㛫効果をࡶた

らしたࠋ出生ࡣ出生順位ࡈとに㐃㙐的に㉳

ࡑ、ࡣる出生順位の出生縮減࠶、ࡵるたࡁ

れ以㝆の㧗次の出生順位の縮減をࡶたらすࠋ

婚外出生の๭合が௚のඛࡣた、わが国でࡲ

㐍ㅖ国とẚ࡭てపࡃ、出生が婚ጻの中でⓎ

生する☜率が㧗いࡇとから、ึ婚の減少ࡣ 
第 1 子出生を減少ࡉせ、ࡑれがࡉらに㧗次

の出生順位の出生を減少ࡉせるࡇととなるࠋ 
結婚の多相生命表、ࡣで、本研究でࡇࡑ

に出生順位を組み合わせた多相生命表をస

成し、ࡇれを฼用して、新型コロナ࢘ࣝ࢖

ス感染症拡大が出生率の縮減に与えた影響

ホ౯を行うࡇとを目的とするࠋ 
 

㹀．研究᪉法 
ձ年金財政࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン 

本研究でホ౯を行うࢩスࢸムࡣ、将来の

人口࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンを行う「人口ࣈロࢵ

ࣈのホ౯を行う「年金࡬と、年金ไᗘ「ࢡ

ロࢡࢵ」から構成ࡉれるࠋ 
人口ࣈロࢡࢵでࡣ、政策的に受け入れる

外国人ປാ者数を 2025 年以㝆、2040 年
でẖ年ࡲ 13.6 ୓人(࢖ࢱプ 1)と 33.6 ୓人

プ࢖ࢱ) 2)の 2 れらの政策ࡇ、プとし࢖ࢱ

的な外国人ປാ者受け入れのみを対㇟とし

たࢣース A ととࡶに、受入れ外国人の家族

ᖏྠ・ᙧ成及び出生行動による第 2 世代以

㝆のㄌ生を⪃៖に入れた࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン 
࣑ࣗࢩによる外国人人口の長期(ース Bࢣ)

ࣞーࣙࢩンをᐇ行するࠋ 
一᪉、年金ࣈロࢡࢵでࡣ、人口ࣈロࢡࢵ

で推計ࡉれた人口に基࡙ࡁ⤥付㈝推計を行

い、全యの཰ᨭ計⟬をᐇ行するࠋ 
ղ多相生命表 
 本研究でࡣ配偶関係と出生ඣ数を組み合

わせた状態を⪃えるࠋලయ的にࡣ、配偶関

係ࡣᮍ婚、᭷配偶、死別、㞳別の 4 状態と

し、ࡲた、᭷配偶、死別、㞳別にࡘいてࡣ

出生ඣ数を 0, 1, 2, 3, 4 以上の 5 状態に分

けるととࡶに、ᮍ婚者ࡣ出生ඣ数を 0 とし、

らに死亡を合わせた 17 状態を⪃えるࡉ

れらの状態㛫の㑄ࡇ、してࡑࠋととするࡇ

移☜率を、結婚の多相生命表の㑄移☜率と

「日本の将来推計人口（令和 5 年推計）」

の出生順位別年㱋別出生率推計結果を用い

て推計し、多相生命表を構⠏するࠋ 
 
㹁．研究成果 
ձ年金財政࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン 

本研究において基本ࢣースとした令和 6
年財政᳨ドの「㐣ཤ 30 年ᢞ影ࢣース」に

おいてࡣ、ཌ生年金のᶆ‽的な所ᚓ代᭰率

的に⤊᭱ࡣ 50.4%となるࡑࠋの内ヂࡣẚ౛

24.9%、基礎 25.5%でࢡ࣐、ࡾ࠶ロ経済ス

ラࢻ࢖による⤥付Ỉ‽調整の⤊஢年ᗘࡣ、

ẚ౛ 2026 年ᗘに対し、基礎 2057 年ᗘとな

 ࠋているࡗ
一᪉、ࢣース A での所ᚓ代᭰率࢖ࢱ、ࡣ

プ 1 で 53.8%と基本ࢣースにẚ࡭て 3.4% 
ポ࢖ントの上᪼、࢖ࢱプ 2 で 57.5%と 7.1% 
ポ࢖ントの上᪼となࡗているࠋ報 㓘ẚ౛部

分にࡘいて࢖ࢱࡣプ 1,2 とࡶ調整がないࡇ

とから、上᪼࡯ࡣぼ基礎年金部分によるࡶ

のとなࡗておࡾ、調整⤊஢年ᗘ࢖ࢱࡣプ 1 
が 2049年ᗘ、࢖ࢱプ 2が 2043年ᗘとなるࠋ 

、ࡣースBでの所ᚓ代᭰率ࢣ、れに対しࡇ

プ࢖ࢱ 1 で 56.8%と基本ࢣースにẚ࡭て 
6.5%ポ࢖ントの上᪼、࢖ࢱプ 2 で 61.2%と 
10.8%ポ࢖ントの上᪼となࡗているࠋ調整

⤊஢年ᗘ࢖ࢱ、ࡣプ 1 で 2043 年ᗘで࠶る

が、࢖ࢱプ 2 でࡣ基礎年金にࡘいてࡶ調整

がなࡃなࡗているࠋ 
ղ多相生命表 
 構⠏ࡉれた多相生命表に基࡙いて推計ࡉ

れた 1965, 1980, 1995, 2005 年出生コーホ

ートの lx をほᐹすると、年少のコーホート

になるにࡘれて 49 ṓ時Ⅼでのᮍ婚๭合ࡣ

上᪼し、᪤婚 0 子๭合2005、1995、ࡣ 年
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出生ࡑࡣれよࡾ年長にẚ࡭て大ࡃࡁ上᪼す

るࡇࠋの結果として、子ࡶ࡝がいないᮍ婚

と᪤婚 0 子の๭合1965、ࡣ 年出生でࡣ全

యの 4分の 1ᮍ‶で࠶るのに対して、 2005 
年出生でࡣ全యの 3 分の 1 でቑຍしていࡲ

るࠋ一᪉、2 子の๭合ࡣ 1965 年出生でࡣ

⣙ 4 ๭でࡗ࠶たのに対して、1995、2005 年
出生ࡑࡣれよࡾ減少してお2005、ࡾ 年出

生でࡣ⣙ 3 分の 1 ⛬ᗘとなࡗているࠋ 
 
㹂．結果の⪃ᐹ 
ձ年金財政࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン 

外国人受入れを拡大したሙ合、基礎年金

部分の所ᚓ代᭰率の上᪼が見㎸ࡲれるが、

報㓘ẚ౛部分の調整がないࡇとから、ཌ生

年金の཰ᨭ計⟬上、✚立ẚ率が㝈ࡾなࡃ上

᪼していࡃ見通しとなࡉ、ࡾらにࢣース B
の࢖ࢱプ 2 でࡣ基礎年金部分の調整ࡶない

たࡵ、国民年金の཰ᨭ計⟬でࡶ✚立ẚ率が

㝈ࡾなࡃ上᪼していࡃ見通しとなるたࡵ、

財政影響の全యീを♧したࡇとになࡗてい

ないࡇࡑࠋで、࣐ࢡロ経済スラࢻ࢖による

⤥付調整を行う前のཌ生年金の㈿ㄢ保㝤ᩱ

率の見通しをほᐹすると、⪁年ᚑᒓ人口ᣦ

数との㢮ఝᛶが見られ、外国人受入れの拡

大ࡣ、▷期的にࡣ ㈿ㄢ保㝤ᩱ率をపୗࡉせ

る効果が࠶るࡶのの、外国人の出生行動に

よる第 2 世代以㝆のㄌ生がないሙ合、長期

的にࡣ基本ࢣースとの஋㞳ࡣᾘ⁛し、財政

影響ࡣなࡃなࡗていࡃ一᪉、第 2 世代以㝆

のㄌ生を௬ᐃしたሙ合にࡣ、将来にわたࡗ

て、基本ࢣースよࡶࡾపい㈿ㄢ保㝤ᩱ率が

保たれ、ཌ生年金にプラスの財政影響をࡶ

たらすࡇとが明らかとなࡗたࠋ 
 

ղ多相生命表 
 縮減前後の出生順別出生率をほᐹすると、

2019ࠥ2023 年に対応する年㱋で新型コロ

ナ࢘ࣝ࢖ス感染症拡大による縮減効果が大

特に、第ࠋとがわかるࡇ出ているࡃࡁ 1 子

の減少ࡣ第 2 子以㝆の減少をᘬࡁ㉳ࡇすࡇ

とࡸ、㏫に、ึ婚数の減少によࡗてࣜスࢡ

対応生Ꮡᘏ࡭年数がቑຍし、ࡑれ以㝆の年

㱋でのึ婚数がቑຍするな࡝、┤᥋的な影

響のみならࡎ、 㛫᥋的にࡶ大ࡁな影響が出

ているࡇとがほᐹࡉれるࠋ 
た、縮減前後のコーホート合計出生率ࡲ

をほᐹすると、1970 年以㝆生ࡲれのコーホ

ートで縮減効果がほᐹࡉれ、1995 年生ࡲれ

コーホートでࡣ 93.7%と᭱ࡶ大ࡃࡁなࡗ 
ているࡇとが明らかとなࡗたࠋ 
 
㹃．結論 
ձ年金財政࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン 

外国人ປാ者受入れに関する㆟論ࡣ、ᙜ

㠃のປാ力୙㊊を補うࡔけの▷期的どⅬ

で 行われるࡇとが࠶るが、本研究による

⪁年ᚑᒓ人口ᣦ数と㈿ㄢ保㝤ᩱ率の相ఝ

関係に見られたように、公的年金࡬の財政

影響ࡣ長期的な人口動向の変化に大ࡃࡁ

影響を受けるࠋすなわࡕ、受け入れた外国

人ࡣ将来、㧗㱋化して年金受⤥者にᅇる一

᪉、家族࿧びᐤせࡸ出生行動➼ࡣ新たな年 
金のᨭえᡭを生み出すཎ動力とࡶなるࡇࠋ

のように、外国人ປാ者受入れの問題ࡣ人

口問題でࡗ࠶ࡶて、長期的などⅬに立ࡗて

⪃えるࡇとがồࡵられるࠋ特に、外国人受

入れに関する公的年金࡬の影響ホ౯に࠶

たࡗてࡣ、本研究で⪃ᐹを行ࡗたような長

期的かࡘᐃ㔞的なホ౯を行うࡇとが ලయ

的な᪋策の㆟論にとࡗてᴟࡵて㔜要で࠶

るࠋ 
ղ多相生命表 

 本研究で行ࡗた、結婚状態と出生順位を

⪃៖した多相生命表による日本の出生行動

のࣔࣜࢹングࡣ、新型コロナ࢘ࣝ࢖ス感染

症拡大が出生率の縮減に与えた影響ホ౯࡬

の応用な࡝がྍ⬟で࠶るࡇとが明らかとな

 ࠋたࡗ
たࡔし、本研究でࡣ状態㛫の㑄移に関し
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て一ᐃのไ⣙を⨨いておࡾ、ᐇ際にࡣ死

別・㞳別状態においてࡶ出生がⓎ生するࡇ

とࡸ、配偶状態㛫㑄移☜率に出生順位によ

る格差がᏑ在するࡇとから、ࡇのようなⅬ

を⢭査していࡇࡃとが௒後のㄢ題で࠶るࠋ 
 
㹅．研究Ⓨ表 
１．論ᩥⓎ表 

なし 
２．学会Ⓨ表 

なし 
 
㹆．▱的財⏘ᶒの出㢪・Ⓩ㘓状況 

なし 
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